
 

 令和７年度静岡県高等学校 

定 時 制 通 信 制 体 育 大 会 

秋季バドミントン競技 

期  日  令和７年 10 月 18 日（土）・10 月 25 日（土） 

会  場  静 岡 県 立 三 島 長 陵 高 等 学 校 

       静 岡 県 立 静 岡 中 央 高 等 学 校 

主  催  静 岡 県 高 等 学 校 体 育 連 盟 

        静 岡 県 教 育 委 員 会 

後  援   ( 公 財 ) 静 岡 県 ス ポ ー ツ 協 会 

主  管     静岡県高等学校体育連盟定通制バドミントン専門部 



令和７年度静岡県高等学校定時制通信制体育大会秋季バドミントン競技実施要項 

 

１ 主催 

   静岡県高等学校体育連盟、静岡県教育委員会 

 

２ 後援 

   （公財）静岡県スポーツ協会 

 

３ 主管 

   静岡県高等学校体育連盟定時制通信制バドミントン専門部 

 

４ 大会本部 

静岡県高等学校体育連盟 

  〒420-8608 静岡市葵区長谷町 66 静岡高等学校内 

  TEL 054-248-7448  FAX 054-248-7071 

 

５ 期日 

   令和７年 10 月 18 日（土）：個人戦ダブルス 

        10 月 25 日（土）：個人戦シングルス 

  受付：午前８時 45 分  顧問会議：午前９時 15 分   ※ 参加校数等により変更の可能性があります 

 

６ 会場  

  10 月 18 日（土）     10 月 25 日（土） 

静岡県立三島長陵高等学校 体育館   静岡県立静岡中央高等学校 体育館 

〒411-0033 三島市文教町 1 丁目 3-93   〒420-8502 静岡市葵区城北 2-29-１ 

 

７ 参加資格 

(1) 静岡県高等学校体育連盟に加盟している生徒で、当該競技要項により参加者の資格を得た者。 

(2) 在学する学校長の承認を得た者。 

(3) 年齢制限なし。ただし、本大会への出場回数は４回までとする。 

 

８ 競技方法 

(1)トーナメント戦とする。  ※参加数によりリーグ戦を行う場合がある。 

(2)シングルスベスト８及びダブルスベスト４以降は、令和８年度春季大会のシード決めに関わるため、順位

決定戦（ベスト８での敗退者は 5－8 位決定戦、ベスト４での敗退者は３－４位決定戦）を行う。また、必

要に応じて 2 位決定戦（暫定 2 位と暫定 3 位の選手が、逆の山から出た場合）を行う。 

(3)ラリーポイント制 21 ポイント 3 ゲームマッチを基本とする。 

 

９ 出場制限 

(1) ダブルスとシングルスどちらも参加可能とする。片方だけの参加も可。 

 



10 競技規則 

本年度(公財)日本バドミントン競技規則に準じ、大会ルールを設ける。 

 

11 申し込み 下記①と②の両方を行うこと。 

   

①メールによるエクセルデータ（添付ファイル）の送信（令和７年９月 2４日（水）14：00 まで） 

  ＊エクセルデータについては職印の有無を問わない。 

  ＊ウイルスチェックをし、添付ファイル名を（例）のようにすること。 

   （例）科学技術 R７秋大会.xlsx（拡張子は xls でも可） 

   データ送信先 ：静岡県立科学技術高等学校 新村 啓祐 keisuke01.shinmura@edu.pref.shizuoka.jp 

 

②職印のある申込書の提出 

＊職印のある申込書は当日持参し受付で提出。 

＊申込みがない場合は出場できない。 

＊大会初参加生徒で、経験者（部活動やクラブチーム等）がいる場合、実力の程度に関わらず事前に連絡を

お願いします。 

 

12 表彰 

 個人戦 第１位：賞状・優勝杯       ２、３位：賞状 

 

13 組合せ 

専門委員長責任抽選 原則として申込期日後の変更等は認めない。（経験者について、配慮する場合がある。） 

定通大会トーナメント作成規定に則って作成する（別添１）。なお、シードは令和７年度春季大会の結果を元

に決定する。 

 

14  参加上の注意 

 (1) シャトルコックは各校持参とする。（第２種検定以上の３番球） 

(2) 棄権等がある場合は当日の受付時に申し出る。 

(3) 審判は、選手の互審を原則とする。※今大会は、主審は負け審、線審は試合を行う学校から 1 名出す。 

(審判用紙の記入を含め、選手が審判をできるように各校で御指導ください。) 

(4) 服装は、白のシャツ（柄が少しくらいなら可、色シャツは禁止）で学校名のあるゼッケンを付ける又はプ

リントすること。日本バドミントン協会審査合格品であれば、色や柄は問わない。 

 

15 その他 

(1) 大会当日 競技中に選手が負傷した場合は主催者が応急の処置はするが、その後の責任は負わない。 

(2) 運営役員・指導者(部顧問)は災害補償制度あり。 

(3) 出場選手は、必ず引率責任者によって引率され、引率責任者は選手（生徒）のすべての行動に対して責任

を負うものとする。引率責任者は、公立は当該校の教員または部活動指導員、私立は当該校の職員または

部活動指導員とする。 

(4) 冬季講習会について 

今年度は 1 回の開催となります。会場・日時は未定です。 

 


